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上野原遺跡 (4エ区）

写真 1 上空からみた上野原台地

点線内が上野原遺跡の縄文早期前葉の集落跡
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写真 2 上空からみた上野原遺跡の縄文早期前葉の集落跡
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別編上野原遺跡

写真 3 竪穴住居跡の検出状態

写真 4 集落跡全景
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上野原遺跡 (4エ区）

写真 5 竪穴住居跡

写真 6 竪穴住居跡
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別編上野原遺跡

写真 8 連穴土坑

写真 9 前平式土器出土状態
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上野原遺跡 (4エ区）

写真11 上野原遺跡出土土器（前平式土器） 9,500年前

写真12 上野原遺跡出土石器（石皿・磨石・ スクレイパーなど） 9,500年前
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別編 上野原遺跡

は

じ

め

に

上
野
原
遺
跡

(
4
エ
区
）

上
野
原
遺
跡
は
国
分
上
野
原
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
建
設
に
と
も
な
っ

て
、
昭
和
六
十
一
年
(
-
九
八
六
）
に
発
見
さ
れ
た
縄
文
時
代
を

中
心
と
し
た
大
遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
国
分
市
街
地
の
東
南
部

に
位
置
し
、
鹿
児
島
湾
奥
部
の
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
火
口
壁
に
続
く

標
高
約
二
五
0
:
1
~の台
地
上
に
立
地
す
る
。

上
野
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
八

年
度
に
か
け
て
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
継
続
的
に
実

施
さ
れ
た
。
こ
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
上
野
原
台
地
に
は
、
縄
文

時
代
早
期
を
中
心
に
、
時
代
お
よ
び
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た

特
徴
を
も
つ
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

な
お
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
（
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
）
か
ら
平
成
九
年
十
一
月
、
上
野
原
遺
跡

(
4
エ
区
）
の

中
間
概
報
が
報
告
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
概
報
を
も
と
に
本
文
は
記

述
し
て
い
る
。
写
真
・
図
版
は
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

上
野
原
遺
跡
の
発
掘
調
査

ま
ず
、
昭
和
六
十
一
年
に
は
、

1
エ
区
の
全
面
調
査
と

4
エ
区

の
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

1
エ
区
で
は
、
弥
生

時
代
の
中
期
末
（
約
二

0
0
0
年
前
）
に
該
当
す
る
竪
穴
住
居
跡

五
軒
と
掘
立
柱
建
物
跡
二
軒
か
ら
な
る
弥
生
の
集
落
跡
が
発
見
さ

れ
て
い
る
（
第
1
図
ー
第
I
エ
リ
ア
）
。
竪
穴
住
居
跡
は
、
花
弁

形
住
居
と
呼
ば
れ
る
南
九
州
独
特
の
形
態
の
も
の
で
、
在
地
性
が

ひ
じ
ょ
う
に
強
い
。
こ
の
種
の
遺
構
を
も
つ
弥
生
時
代
の
集
落
跡

は
、
隣
接
す
る
4
エ
区
へ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
平
成
七
年
度
の

調
査
で
判
明
し
た
。

同
じ
く
4
エ
区
の
確
認
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
を
中
心
と
し
た

第
II
エ
リ
ア
か
ら
第
珊
エ
リ
ア
ま
で
約
六
万
平
方
討
に
及
ぶ
遺
跡
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上野原遺跡 (4エ区）

第 1図 上野原テクノパーク全体図と遺跡の位置
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別編 上野原遺跡

（第
1
図）。

の
範
囲
が
確
認
さ
れ
た

平
成
三
年
以
後
は

3
エ
区
の
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
、
縄
文
時

代
早
期
を
中
心
と
し
た
約
九
万
平
方
討
に
及
ぶ
遺
跡
の
範
囲
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。

3
エ
区
の
発
掘
調
査
は
、
平
成
四
年
度
か
ら
平
成
六
年
度
の
三

か
年
を
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

3
エ
区
で
は
、
歴
史
時
代
か
ら
縄

文
時
代
に
い
た
る
各
時
期
の
文
化
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡

の
中
心
は
縄
文
時
代
早
期
後
半
（
約
七
五

0
0年
前
）
の
時
期
で

あ
り
、
遺
跡
の
も
つ
文
化
内
容
は
質
・

量
と
も
に
こ
の
時
期
で
は

群
を
抜
い
た
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
特
に
早
期
の
遺
構
で

い
し
む
し

ろ

は
、
石
蒸
炉
と
考
え
ら
れ
る
集
石
遺
構
が

二
0
0基
以
上
も
発
見

さ
れ
注
目
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
縄
文
時
代
に
は
存
在
し

な
い
と
さ
れ
た
壺
形
土
器
が
、
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
多
数
発
見
さ

れ
た
。
な
か
で
も
土
坑
内
に
対
で
埋
納
さ
れ
た
完
形
の
壺
形
土
器

は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
縄
文
時
代
で
の
発
見
例
は
な
く
、
全
国

的
に
注
目
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
土
製
や
石
製
の
耳
飾
、
土
偶
、

さ
い

し

用
途
不
明
の
土
製
品
や
石
製
品
（
異
形
石
器
）
な
ど
の
祭
祀
的
な

色
彩
の
強
い
遺
物
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
日
本
列
島
の
土
製

耳
飾
は
こ
れ
ま
で
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
こ
ろ
の
代
表
的
な
文

化
遺
物
で
あ
っ
た
が
、
南
九
州
で
は
そ
れ
よ
り
も
四

0
0
0年
も

早
い
早
期
に
出
現
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
南
九
州
の
縄
文
時
代

早
期
文
化
の
早
熟
ぶ
り
は
、
日
本
列
島
の
縄
文
文
化
と
比
較
し
て

大
い
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
縄
文
時
代
後
期
に

は
深
さ
二
2

い
に
も
達
す
る
狩
猟
用
の
陥
穴
が
、
約
九

0
基
も
整
然

と
並
ん
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

に
は
竪
穴
住
居
や
掘
立
柱
建
物
な
ど
が
多
数
検
出
さ
れ
、
こ
の
広

い
上
野
原
台
地
は
縄
文
時
代
だ
け
で
な
く
、
古
墳
時
代
か
ら
弥
生

時
代
に
も
格
好
の
生
活
の
舞
台
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

4
エ
区
の
発
掘
調
査

4
エ
区
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
八
年
度
に
か
け
て
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
遺
跡
は
第
II
エ
リ
ア
か
ら
第
vIU
エ
リ
ア

に
所
在
し
て
い
る
（
第
1
固
）
。
な
お
、
第

II
エ
リ
ア
の
最
下
層

か
ら
は
縄
文
時
代
早
期
前
葉
の
集
落
跡
が
発
見
さ
れ
、
日
本
列
島

で
は
最
古
で
最
大
級
の
定
住
化
し
た
集
落
跡
と
し
て
全
国
的
な
注

目
を
集
め
た
。
そ
の
た
め
、
第
II
エ
リ
ア
の
成
果
の
詳
細
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
第
III
エ
リ
ア
か
ら
記
述
す
る
。

第
III
エ
リ
ア
は
4
エ
区
の
西
側
に
位
置
し
、
古
墳
時
代
（
約
一

五

0
0年
前
）
、
弥
生
時
代
（
約
二

0
0
0
年
前
）
、
縄
文
時
代
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上野原遺跡 (4エ区）

（
約
二
五

0
0年
前
と
約
七
五

0
0年
前
）
の
複
合
遺
跡
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
古
墳
時
代
で
は
、
成
川
式
土
器
期
の
竪
穴
住
居
跡

が
一
軒
発
見
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代
で
は
、
棟
持
柱
付
掘
立
柱

建
物
跡
一
軒
の
ほ
か
円
形
柵
状
遺
構
（
四
四
基
）
な
ど
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
晩
期
で
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
軒
の
ほ

か
、
炭
化
し
た
ド
ン
グ
リ
が
入
っ
た
土
坑
（
七
基
）
な
ど
も
発
見

さ
れ
て
い
る
。
黒
川
式
土
器
や
打
製
石
斧
・
石
皿
な
ど
の
石
器
も

出
土
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
上
野
原
台
地
で
の
採
集
社
会
の
様

相
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
早
期
で
は
一
八
基
の
集
石
遺
構

ひ
ら
か
こ
い

や
平
桁
式
土
器
・
環
状
石
斧
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

第
IV
エ
リ
ア
と
第
＞
ェ
リ
ア
は
、
弥
生
時
代
か
ら
縄
文
時
代
は

ほ
ぽ
重
な
り
同
一
エ
リ
ア
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
で

は
中
期
末
に
該
当
す
る
柵
跡
や
周
溝
状
遺
構
二
基
（
墓
か
？
）
、

環
状
柵
付
掘
立
柱
建
物
跡
一
軒
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
弥
生

時
代
の
集
落
と
畑
作
農
耕
と
の
か
か
わ
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

縄
文
時
代
晩
期
に
は
竪
穴
住
居
跡
二
軒
や
土
坑
七
基
な
ど
が
発
見

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
指
宿
式
土
器
や
市
来
式
土
器
も
断
片
的
に

出
土
し
て
お
り
、
後
期
の
段
階
に
も
近
辺
で
生
活
が
営
ま
れ
た
こせ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
直
下
の
早
期
後
葉
（
塞

か
ん

ノ
神
式
土
器
）
の
層
か
ら
集
石
遺
構
が
三
基
、
そ
の
下
層
の
早
期

中
葉
（
押
型
文
土
器
な
ど
）
か
ら
は
二
二
基
発
見
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
時
期
に
は
こ
こ
を
中
心
に
し
た
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

第
vI
エ
リ
ア
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
第
ー
エ
リ
ア
と
と
も
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
縄
文
時
代
の
包
含
層
等
の
調
査
が
行
わ
れ
て

い
る
。第

II
エ
リ
ア
の
発
掘
調
査
は
、
平
成
八
年
度
に
実
施
さ
れ
た
。

第
II
エ
リ
ア
は
最
北
部
の
1
工
区
寄
り
に
位
置
し
、
近
世
か
ら
縄

文
時
代
早
期
前
葉
ま
で
の
各
時
期
の
重
複
し
た
複
合
遺
跡
が
確
認

さ
れ
た
。
特
に
、
最
下
層
で
は
縄
文
時
代
早
期
前
葉
の
集
落
跡
が

発
見
さ
れ
、
日
本
列
島
で
最
古
で
最
大
級
の
定
住
化
し
た
集
落
と

し
て
全
国
的
な
話
題
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
第
II
エ
リ
ア
の
遺
跡
の
層
位
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

第
1
層
は
現
代
の
耕
作
土
で
、
層
中
に
は
大
正
三
年
大
爆
発
の
灰

白
色
の
桜
島
火
山
灰

(
Pー

1
と
呼
ぶ
）
も
混
入
し
て
い
る
。
第

2
層
は
黒
色
の
腐
植
土
層
で
、
近
世
か
ら
中
世
の
遺
物
や
遺
構
も

発
見
さ
れ
る
。
第
3
層
は
黒
茶
褐
色
土
層
で
、
古
墳
時
代
や
弥
生

時
代
の
遺
物
や
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
第
4
層
は
薄
え
び
茶

四

第

II
エ
リ
ア
の
発
掘
調
査

~ 
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褐
色
土
層
で
、
桜
島
起
源
の

P
ー

5
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰
を
混
入

し
て
い
る
。
こ
の
層
か
ら
は
縄
文
時
代
晩
期
や
後
期
の
遺
物
が
出

土
す
る
。
第
5
層
は
鬼
界
カ
ル
デ
ラ
起
源
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層

で
明
橙
色
を
呈
し
、
上
層

(
a
層
）
は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
の
二

次
堆
積
層
で
縄
文
時
代
前
期
の
遺
物
が
出
土
す
る
。
下
層

(
b

層
）
は
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
の
一
次
堆
積
物
で
約
六
四

0
0年
前

の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
の
下
の

第
6
層
の
灰
茶
褐
色
土
層
か
ら
は
、
早
期
後
葉
の
遺
構
や
遺
物
が

出
土
し
て
い
る
。
第
7
層
の
黒
褐
色
土
層
は
早
期
中
葉
か
ら
前
葉

の
遺
構
や
遺
物
が
出
土
す
る
。
第
8
層
は
白
橙
色
軽
石
混
じ
り
の

黒
色
土
層
で
、
約
九
五

0
0年
前
の
桜
島
起
源
の
火
山
灰

(
Pー

13)
を
含
ん
で
い
る
。
特
に
こ
の

P
ー

13
火
山
灰
の
発
見
は
、
発

掘
さ
れ
た
集
落
の
年
代
を
決
定
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
っ
た
。
第
9
層
は
暗
茶
褐
色
土
層
で
、
谷
部
に
の
み
堆
積
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
第
10
層
は
黄
色
火
山
灰
土
で
、
「
薩
摩
火
山

灰
」
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
桜
島
起
源
の
重
要
な
火
山
灰
層

(pー

14)
で
、
こ
の
火
山
灰
噴
出
の
爆
発
に
よ
っ
て
桜
島
は
形
成
さ
れ

て
い
る
。
第
10
層
よ
り
下
は
第
17
層
ま
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
上
野
原
台
地
の
第
10
層
以
下
で
は
生
活
痕
が
確
認
さ
れ
る
文

化
層
は
存
在
し
て
い
な
い
。

は

じ

き

ま
ず
、
上
層
の
第
1
層
か
ら
は
近
世
や
中
世
の
土
師
器
や
陶
磁

器
が
出
土
し
、
当
該
期
の
溝
や
古
道
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
続
い

て
第
2
層
か
ら
は
、
弥
生
時
代
中
期
末
の
山
ノ
ロ
式
土
器
や
宮
崎

県
の
中
溝
式
土
器
な
ど
を
と
も
な
う
竪
穴
住
居
跡
六
軒
が
発
見
さ

れ
て
い
る
。
竪
穴
住
居
群
や
畑
畦
や
境
界
と
な
る
柵
列
や
円
形
周

溝
な
ど
台
地
上
に
形
成
さ
れ
る
弥
生
時
代
の
集
落
と
生
産
地
の
一

端
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
隣
接
す
る
1
エ
区
か
ら

3

工
区
に
か
け
て
は
弥
生
時
代
の
大
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
の
上
野
原
台
地
に
展
開
す
る
弥
生
時
代
中
期
末

か
ら
後
期
初
頭
の
弥
生
文
化
の
発
掘
成
果
は
、
南
九
州
の
弥
生
時

代
の
研
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
第
3
層
の
縄
文
時
代
晩
期
に
は
、
掘
立
柱
建
物
跡
一
軒
や

炭
化
し
た
ド
ン
グ
リ
の
入
っ
た
土
坑
四
基
の
ほ
か
多
数
の
土
坑
が

発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
後
期
の
黒
川
式
土
器
を
中
心
に
石
皿

や
磨
石
や
打
製
石
斧
な
ど
多
数
の
石
器
も
出
土
し
て
お
り
、
晩
期

の
生
活
は
こ
の
区
域
を
中
心
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

第
4
層
に
は
縄
文
時
代
後
期
の
市
来
式
土
器
が
、
第
5
層
に
は

と

ど

ろ

き

そ

ば

た

前
期
の
轟
式
土
器
や
曽
畑
式
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
時
期

に
も
継
続
的
に
生
活
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ア
カ
ホ
ヤ
火
山
灰
層
直
下
の
第
6
層
か
ら
は
塞
ノ
神
式
土
器
や
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別編 上野原遺跡

平
桁
式
土
器
な
ど
の
早
期
後
葉
の
土
器
が
出
土
す
る
が
、
早
期
中

葉
か
ら
後
葉
の
遺
構
や
遺
物
は
下
層
の
第
7
層
を
主
体
に
出
土
し

て
お
り
、
生
活
の
中
心
は
第
7
層
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
第
7
層
か
ら
は
押
型
文
土
器
や
桑
ノ
丸
式
土
器
な
ど
の
早
期

中
葉
か
ら
平
栴
式
土
器
な
ど
後
葉
の
土
器
や
石
器
が
出
土
し
、
そ

れ
に
と
も
な
っ
て
集
石
遺
構
五
六
基
の
ほ
か
土
坑
三
基
な
ど
多
く

の
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
下
層
の
第
9
層
で
確
認
さ

れ
る
竪
穴
住
居
跡
等
に
と
も
な
う
早
期
前
葉
の
土
器
が
、
こ
の
第

7
層
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
そ
し
て
下
層
の
第
9
層
か
ら
縄
文

時
代
早
期
前
半
の
多
数
の
竪
穴
住
居
や
調
理
施
設
（
集
石
・
連
穴

土
坑
等
）
、
道
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
上
野
原
台
地
は
早
期
の
前

葉
か
ら
生
活
の
舞
台
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

第
II
エ
リ
ア
で
発
見
さ
れ
た
早
期
前
葉
の
前
平
式
土
器
期
の
集

落
跡
は
、
竪
穴
住
居
五
二
軒
、
石
蒸
し
調
理
施
設
の
集
石
遺
構
三

九
基
、
燻
製
料
理
施
設
の
連
穴
土
坑
一
六
基
、
土
坑
約
二
六
〇

基
、
道
跡
二
条
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
い
ず
れ
も
、

約
一
万
五

0
0年
前
の
桜
島
起
源
の
薩
摩
火
山
灰
層

(
pー

14)

五
縄
文
時
代
早
期
前
葉
の
最
古
•
最
大
級
の

集
落
跡

の
上
層
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
五
二
軒
の
竪
穴
住
居

跡
の
う
ち
一

0
軒
の
竪
穴
内
に
は
約
九
五

0
0年
前
の
桜
島
起
源

の
火
山
灰
（

pー

13)
で
埋
ま
っ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
こ
の
火
山
灰
の
降
灰
以
前
に
一

0
軒
の
竪
穴
住
居
が

存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
第
2
図
）
。
ま
た
、
こ
の

時
期
の
土
器
は
貝
殻
で
刺
突
し
て
施
文
し
た
円
筒
形
や
角
筒
形
の

平
底
土
器
で
、
前
平
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
型
式
で
あ
る
。

1

竪
穴
住
居
跡
（
第
3
.
4
図）

第
10
層
上
面
に
お
い
て
五
二
軒
の
竪
穴
住
居
跡
が
発
見
さ
れ

た
。
住
居
跡
は
主
と
し
て
南
北
に
延
び
る
二
条
の
谷
状
地
形
を
呈

し
た
道
跡
の
両
側
尾
根
部
分
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
住
居
跡
の
平

面
形
は
隅
丸
方
形
と
長
方
形
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
竪
穴
住

居
跡
は
い
ず
れ
も
竪
穴
内
に
は
柱
穴
は
存
在
せ
ず
、
柱
穴
は
竪
穴

の
周
囲
を
取
り
囲
む
形
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
竪
穴
の
平
面
形
の

大
き
さ
は
、
約
二

x
-
．
五
店
で
面
積
約
三
平
方
店
の
最
小
の
も

の
か
ら
約
四
•
四
x

三
・
五
店
で
面
積
約
一
六
平
方
討
の
最
大
の

も
の
ま
で
存
在
す
る
が
、
比
較
的
大
型
の
一

0
平
方
討
以
上
の
も

の
が
一

0
軒
存
在
し
、
五
平
方
討
か
ら
一
〇
平
方
認
以
下
の
も
の

は
三
四
軒
み
ら
れ
る
。
こ
の
規
模
が
竪
穴
住
居
跡
の
一
般
的
な
大

き
さ
と
考
え
ら
れ
る
。
竪
穴
の
深
さ
は
二
〇
忙
レ
註
か
ら
三
〇
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a 黒褐色土（白色9立子滉入）

.. 黒褐色土（賞・白色11子混入．やや砂質）

b 茶褐色土

c 黒茶褐色土
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I I I I I I 

第 3図 26号居住跡と連穴土坑

連
穴
土
坑
あ
る
い
は
煙
道
付

き
炉
穴
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

南
九
州
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら

早
期
前
葉
の
時
期
に
み
ら
れ
る

特
殊
な
遺
構
で
あ
る
。
連
穴
土

坑
は
並
ん
だ
大
き
な
穴
と
小
さ

な
穴
の
床
面
が
ト
ン
ネ
ル
状
に

連
な
っ
た
も
の
で
、
大
き
な
穴

の
小
さ
な
穴
寄
り
の
床
面
や
壁

に
焼
土
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
大
き
な
穴
は
火
を
焚
く
穴

（
足
場
）
で
あ
り
、

小
さ
な
穴

は
煙
を
出
す
穴
で
あ
る
。
小
さ

な
穴
に
肉
や
魚
な
ど
を
つ
り
下

げ
、
燻
製
を
つ
く
っ
た
施
設
と

考
え
ら
れ
て
い
る
本
遺
跡
で

は
、
一
六
基
が
発
見
さ
れ
て
い

忙
后
を
測
る
。

連
穴
土
坑

（第
5
.
6

2
 

図）
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る
。
連
穴
土
坑
は
単
独
で
発
見
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
竪
穴
住

居
跡
と
切
り
合
っ
た
り
、
連
穴
土
坑
が
延
長
上
に
重
な
っ
て
発
見

さ
れ
る
場
合
が
多
い
（
第
2
図）。

6
号
お
よ
び

7
号
の
連
穴
土

坑
を
み
る
と
、
ま
ず
、

7
号
が
廃
棄
さ
れ
た
26
号
竪
穴
住
居
跡
の

東
壁
面
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
、
そ
の
後
に

7
号
の
ト
ン
ネ
ル
部

分
が
崩
落
し
て
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
後
、
そ
の
延
長
上
に

6
号

連
穴
土
坑
が
新
た
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

6
号
は
長
さ
約
二
認

跡居
で
、
幅
約

O
・六
討
、
深
さ
約
0
•

五
店
の
規
模
で
あ
る
。
2

号

住穴
連
穴
土
坑
は

P
ー

13
火
山
灰
（
桜
島
）
に
埋
没
し
た
も
の
で
、
火

竪号

山
灰
降
下
直
前
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の

2

，
 

．

号
連
穴
土
坑
は

7
号
竪
穴
住
居
跡
を
切
っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、

7

2
 

4
 

号
竪
穴
住
居
跡
も

pー

13
火
山
灰
以
前
、
つ
ま
り
九
五

0
0年
以

図4
前
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

第

集
石
遺
構

（第
7
図）

集
石
遺
構
は
、
総
数
三
九
基
発
見
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
全
域
の
住
居

れ
き

跡
と
住
居
跡
の
間
の
空
間
地
帯
に
作
ら
れ
て
い
る
。
集
石
の
礫
の

下
に
掘
り
込
み
が
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
が
あ
る
。
掘
り
込
み
の

径
は
約
二
切
x
-
．

五
認
の
大
型
の
も
の
か
ら

0
•

六
討
X
0
.

五
討
の
小
型
の
も
の
が
あ
る
が
、
径
一
討
前
後
の
大
き
さ
が
一
般
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第 5図

• 黒茶褐色土（白色パミス混入）

b黒茶褐色土

c茶鳩色土

d明茶矯色土

lm 

6号連穴土坑

④ 

E
0p
・C
P
~
1
1
1
1
 

I 
- L=243.40m 

2号連穴土坑

第 6図 11・2号連穴土坑

a 黒褐色土（白・貫色パミス混入）

b 責色パ ミス

c灰褐色il!質土

d 黄色パ ミス

e 賞色パミス（砂質）

I明茶褐色土（オレンジバ ミス滉入）

g茶褐色土

h 黒茶褐色土

9 茶褐色土

，暗茶渇色土（わずかに粘賃）

lm 
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別編 上野原遺跡

的
で
あ
る
。
ま
た
、
礫
の
大
き
さ
や
広
が
り
の
規
模
や
量
な
ど

様
々
で
あ
り
、
こ
れ
は
使
用
時
の
過
程
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
礫
は
大
半
が
安
山
岩
の
角
礫
や
円
礫
の
自
然
石
を
使
用

す
り
い
し

た

た

き

い

し

し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
石
皿
片
や
磨
石
・
敲
石
な
ど
の
石
器

が
混
入
し
た
集
石
も
あ
る
。
こ
れ
は
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
生
活

品
の
石
器
を
集
石
の
礫
に
混
ぜ
て
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

土

坑

4
 

[ 臼 ¥‘、亀

E
O
C
P
W
Z
n
1
 

5号集石

ヽヽ

L=244.30m -

I ( 

＼ 麟疇疇／――
I 

0 50m 
I I I I I I 

s
 

ー

Q

10号集石

土
坑
は
円
形
や
長
方
形
や
長
楕
円
形
に
掘
ら
れ
た
小
型
の
竪
穴

で
、
埋
土
は
土
壌
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
土
坑
の
用
途
・
性
格

は
不
明
で
あ
る
。
現
在
、
埋
土
土
壌
の
科
学
分
析
が
試
み
ら
れ
て

お
り
、
結
果
が
判
明
す
れ
ば
土
坑
の
性
格
は
得
ら
れ
よ
う
。
土
坑

は
、
総
数
約
二
六

0
基
の
発
見
が
あ
る
が
、

D
I
7
区
に
約
五
〇

基、

C
.
D
I
6
区
に
約
八

0
基
の
集
中
す
る
箇
所
が
存
在
す

る
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
は
墓
の
可
能
性
も
高
い
。

J
＠亀
疇
：
亀
鷹
ー

[
‘
、

E
9
勺
—

~(>@, 

第7図

-—L=244.00m 

魯--
瓢汰

0 50m 
I I I I I I 

5・10号集石
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遺構内出土の土器（縄文時代早期前葉）

跡

C
S
F
I
7
区
と

C
S
Eー

5
区
の
谷

部
に
道
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

道
跡
は
、
自
然
の
浅
い
谷
を
利
用
し
た

も
の
で
、
竪
穴
住
居
跡
な
ど
他
の
遺
構

と
の
重
な
り
も
み
ら
れ
な
い
。
遺
構
は

排
水
の
良
好
な
微
高
地
に
構
築
さ
れ
て

お
り
、
道
跡
は
集
落
の
道
の
ほ
か
排
水

路
と
し
て
の
役
目
も
果
た
し
て
い
た
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。

6

出
土
遺
物

（第
8
S
l
o
図）

第
II
エ
リ
ア
の
最
下
層
か
ら
発
見
さ

れ
た
集
落
に
と
も
な
う
出
土
遺
物
に
は

土
器
や
石
器
が
あ
る
。
土
器
は
貝
殻
の

せ

も
ん
ぐ

し

と

つ

施
文
具
で
刺
突
を
施
す
タ
イ
プ
で
、

円

筒
土
器
と
角
筒
土
器
の
器
形
が
あ
る
。

円
筒
土
器
は
土
管
状
の
筒
形
を
呈
し
、

底
は
平
底
で
あ
る
。
角
筒
土
器
は
四
角

い
胴
部
の
筒
型
で
底
部
は
同
じ
く
平
底

で
あ
る
。
こ
の
土
器
は
、
鹿
児
島
県
本

5
 
道
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第 9図 縄文時代早期前葉の土器 (7~9は第 9層、 10~16は第 7層）
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別編 上野原遺跡

土
を
中
心
に
宮
崎
県
南
部
や
熊
本
県
南
部
（
人
吉
盆
地
）
の
南
九

州
の
比
較
的
狭
い
範
囲
に
分
布
す
る
前
平
式
土
器
と
呼
ば
れ
る
特

徴
的
な
土
器
型
式
で
あ
る
。

石
器
は
集
落
の
遺
構
内
か
ら
の
出
土
は
少
な
い
が
、
包
含
層
か

ら
は
各
種
の
器
種
が
出
土
し
て
い
る
。
竪
穴
住
居
跡
や
集
石
遺
構

か
ら
出
土
し
た
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
器
種
が
あ
る
。

43
号
住
居

跡
か
ら
は
各
先
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
チ
ャ
ー
ト
製
の
石
鏃

け
つ
が
ん

せ
き

ふ

が
あ
る
。

24
号
住
居
跡
か
ら
は
頁
岩
の
小
型
局
部
磨
製
石
斧
が
出

土
し
て
い
る
。
同
じ
く
43
号
住
居
跡
か
ら
は
大
型
の
頁
岩
製
磨
製

石
斧
が
出
土
し
て
い
る
。

34
号
集
石
内
か
ら
は
磨
石
（
凹
石
）
や

破
損
し
た
石
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

3
号
住
居
跡
か
ら
も
石
皿
が

出
土
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
今
か
ら
約
一
万
年
前
か
ら
九

0
0
0
年
前
の
日

本
列
島
最
南
端
の
南
九
州
に
、
一
時
期
に
十
数
軒
で
構
成
さ
れ
数

世
代
継
続
さ
れ
た
縄
文
ム
ラ
が
存
立
し
、
し
か
も
独
特
で
先
進
的

な
縄
文
文
化
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
つ
ま
り
上

野
原
遺
跡

(
4
エ
区
の
第
II
エ
リ
ア
）
は
、
日
本
列
島
で
は
最
古

級
で
最
大
規
模
の
定
住
化
し
た
集
落
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

850 


